
移住をして感じた良さと、活かし方

～回遊型移住、部分的 DX のススメ～
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自己紹介
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名前 ：奥村 裕之

生年月日：平成１年７月２日（３５歳）

出身 ：埼玉県越谷市

2019年8月に子育てをキッカケに

秋田県大館市に移住。５年目の移住者です。

同時に、東京で行っていた事業を売却し

スリー株式会社を大館市に創業



趣味／やっていること
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スリーについて
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企業名 スリー株式会社 （English：THREE Co., Ltd)

住所

本店：〒017-0012 秋田県大館市釈迦内字釈迦内121番地

サテライト：秋田県大館市上代野字上代野5-1 MORK-2F
東京営業所：東京都中央区築地1-4-8-901（3D+ONE事業部内）
東京サテライト：有楽町駅SAAI

設立 2019年4月25日

代表取締役 奥村裕之

資本金 10,000,000円

事業内容

ミッション：デジタルで便利に、地球で遊ぶ

①DX（デジタルトランスフォーメーション）の支援
ーWEBマーケティング全般の支援
ー各種クリエイティブ制作

②VR/ARの企画制作 （500件以上の制作実績）

③コワーキングスペース（MORK)の運営

④エクスプレスパース事業

大館能代空港のヘビーユーザー
は二地域居住実践者でした｜
大館能代空港

【大館市】幸せってお金じゃなく
て、バランスだと思う｜TURNS

https://note.com/akitavisionbreak/n/neb226951f161
https://www.a-iju.jp/find-new-life/feature04/index.html
https://www.a-iju.jp/find-new-life/feature04/index.html


スリーの特徴
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①リモートワーク中心 ②週4.5勤務 ③無茶しない経営

全国どこでも働くことができる

環境づくり。

毎週水曜日の午後は休み

デジタルフリーデー

無理はして頑張るけど

勝ち続ける経営を



秋田県関連での仕事
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2019年：若者応援チャレンジ／とんぶりの食としての新たな活用

あきた未来創造部 地域づくり推進課

2023年：DX加速化プロジェクト形成事業

秋田県産業労働部 産業政策課デジタルイノベーション戦略室

2024年：ICT企業強化競争力支援

秋田県産業労働部 産業政策課デジタルイノベーション戦略室



デジタルアーカイブの事例 鳥潟会館 プロモーションとして
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デジタルアーカイブ事例 森町旅館（男鹿） 災害／解体／改修前／記録
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⑧秋田県内／公的なお仕事
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アキタコアベースPR
（TURNS（第一プログレス社とJV)

他にも、
秋田県未来創造部 移住・定住促進課の「人が人を呼ぶ好循環推進事業」
大館市：移住PR動画

VRで秋田暮らし「冬の暮らし」「子育て編」

アキタコアベースのオープニングイベント
、プロモーション動画、配信までまるっと
TURNS（移住者向け雑誌）を運営する
第一プログレス社と組み行いました。

アキタコアベースのオープニングイベント
、プロモーション動画、配信までまるっと
TURNS（移住者向け雑誌）を運営する
第一プログレス社と組み行いました。



⑧秋田県内／大湯環状列石
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１年かけて映像を制作。
ガイダンス映像、プロジェクションマッピング、ホログラム、周遊アプリ、
館内マップ、パンフレットまで。



本移住前から、少しずつ秋田につながりをつくっていました
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2019年に移住はしましたが、

2017年くらいから秋田にいく準備をしていました。

土崎の白帆（ふぐ料理）のママと東京大学をつなぎ

ふぐの味を科学的に調べ、佐竹知事に報告しました。

東京にいながら秋田に繋がりを持ちたい。



エクスプレスパース 2024年8月リリース
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AIを活用したパース制作サービス。
全国対応しており、AIで早く、安く、高品質な
パースが簡単に制作できる



なぜ、秋田に移住をしたのか
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なぜ移住をしたのか

• 子育て環境のため

• ネット環境／配送環境の充実

• 東京での成功に違和感があった

• 首都圏では誘惑が多い。常に比較など



移住をするいいタイミング

20を仕事、30から仕事＋αでデジタルだけじゃない
いいタイミングだったと今思います。

人間が変わる方法は3つしかない。

１番目は時間配分を変える。
２番目は住む場所を変える。
３番目はつきあう人を変える。  
この３つの要素でしか人間は変わらない。

最も無意味なのは、
『決意を新たにする』ことだ。

経営コンサルタント／大前研一



回遊型移住とは
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回遊型移住

埼玉

東京

秋田

東京

未定

未定

回遊型とは、住む場所を時期・時

代に応じて変化をさせること。

人生には、節目があり

節目に対して、節目ごとに

転職・移住・など

アプローチをすることが

成果を得やすいのではないか。

奥村の場合



年齢に応じて捉え方が変わるかも

①30代に入り自然の良さをしった

②東京にいたときは人と会いすぎていた。

③今はひとりひとりと、しっかり仕事をするということ

④若いうちの人と人の近さ＝家族を持ってからの安心

⑤移住を前向きな意味、言葉に

県内の出入りを当たり前に、前向きに



秋田県で良かった
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①自然と共に、ちょうどよく働ける。みんな優しい。

②若い人は地方がチャンス。首都圏だと資本勝負で埋もれやすい

③ピンチはチャンス。アイディアで戦ことができる。

→コロナ禍で首都圏には行けず。その分リモートワークの力がつく

④じっくり考える時間ができる。

首都圏にいると勝ち負けを意識することが多く、幸せを感じにくい瞬間も。



地方がもっと頑張るべきポイント

①隣の市や県と仲良く、一丸となって盛り上げる

②デジタル・効率化が弱い
無駄な業務をなくし、効率化をもっと本気で。
変化を自社からではなく、外部から取り入れる。

③学歴信仰からの脱却

④頑張りたい若い人に、失敗しても良い予算
若い人に任せる！という予算 、10代、20代でやりたい人にお金
や時間をもっと投下する仕組みづくりを



部分的DXのすすめ
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⑨部分的DXとは
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デジタル庁が推進する

DXの中の「部分的DX」

実業務の中でも、きっと一部は

DX化できるはず。

例えば

社内連絡LINE → Slack

Fax → インターネットFax



DXに成功すると

22

①採用の枠を広げること（若い人が入りたくなる、病気で出

社できない人等）

②業務の効率化で重要な業務に注力ができる

③エラーを防ぎ、属人的からの脱却を目指す

週１はリモートワークでも仕事ができる、くらいを
目指すと勤務形態・採用の幅が広がる
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